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朝や夕暮れ時にようやく涼しさを感じられるようになってきました。先日、日本気象協会より発表された「第１回紅葉

見頃予想」では、高温の傾向が秋を通して続くため、関東甲信の見頃は平年並みか平年より遅い１１月中旬以降になると

のことです。本格的な秋の到来が待ち遠しいこの頃です。９月はまず、１１日（木）にキッザニア東京で１学年の校外学

習を行いました。生徒が事前の準備から意欲的に取り組み、当日も多くの経験をすることができました。また、現在行っ

ている競技もありますが、部活動の新人戦地区大会が行われました。本校からも２年生中心の新チームが大会に臨みまし

た。２１日（日）には南中お助け隊（学校応援団）の第２回活動日があり、校庭脇ベンチの修繕、敷地南側の樹木の剪定

を行って頂きました。温かいご支援ご協力、ありがとうございました。１０月は市内駅伝大会、中間テスト、文化祭、生

徒会役員選挙など、行事や日頃の努力の成果を発揮する場がたくさんあります。一人一人の生徒にとって、自身の成果や

変化が感じられる取組になってほしいと考えています。今後とも、本校の教育活動にご理解ご協力のほどお願い申し上げ

ます。 

「夢を叶えたい」、「目標を達成したい」、「もっとできるようになりたい」。今の自分の殻を破り、もうひと回り逞しい自

分になりたいという欲求は、誰しもが抱くものだと思います。株式会社植松電機代表取締役の植松努（うえまつつとむ）

さんは、自身の著書の中で、「成功する秘訣は、成功するまでやること」であると述べています。 

植松さんは北海道赤平市にある自身の会社で、宇宙開発をしています。ロケットや人工衛星をつくることができ、世界

に３か所しかない無重力実験施設を保有しています。植松さんらがつくるロケットは、ポリエチレンを燃料とした、爆発

しない、安全なロケットです。一般のロケットは液体燃料を使用しているため、機体が破損するとこぼれ出た液体燃料に

引火して大爆発が起こります。それに対しポリエチレンは燃えにくく、塩素を含んでいないので有毒ガスを出して環境汚

染につながることもありません。 

ロケットの燃焼実験はいつもうまくいくわけではなく、何度も失敗することがあるそうです。でも、実験を通して学ぶ

ことがあります。それは、成功するための秘訣です。 

成功するまで諦めずにやれば、どんなに苦しい事も辛い事も、最後は全部笑い話になります。途中でやめてしまうと、

ずっと後悔します。また、状況が改善するまで努力を続けることは大切ですが、一方向からだけではだめです。方向を変

え、手を変え品を変え、様々な試みをすることが大切です。失敗を恐れて避けるのではなく、そこから何かをつかみ取る

事こそが最も大切な部分である、と述べています。 

今、昼休みや放課後などの時間を利用して３年生の校長面接を行っています。全員に中学校卒業後の進路の希望などを

聞いています。また３年生のみならず皆さんに、進路や目の前の学習などに対する目標があると思います。部活動でも、

目標があったり、何度練習してもなかなか上達しない事もあったりすると思います。そこにどう向き合うか。叶えたい夢

だったり、譲れない目標だったりしたならばなおさらです。メジャーリーグサッカー・インテル・マイアミ所属のリオネ

ルメッシは努力のサッカー選手といわれますが、彼の名言に「努力すれば報われる？そうじゃないだろ。報われるまで努

力するんだ。」というものがあります。はじめからうまくいかなくても構いません。夢や目標をもち、志を立て、自ら学び、

分かり、できるまで粘り強く取り組む皆さんの姿を期待しています。 

＜引用：植松努 著「ＮＡＳＡより宇宙に近い町工場 僕らのロケットが飛んだ」＞ 




